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７がつ あかぐみ くみだより 

（3 歳児） 

  

 青い空が気持ちよく、浮かぶ雲が子ども達の興味を誘う季節になりました。今日は空に何がいるかな？子どものイ

メージするものは、純粋な気持ちにさせてくれます。 

 さて、先日のフリー参観には大勢の方にご来観頂き、ありがとうございました。これからも、保育教諭といろいろ

な学習遊びをしたり友達と楽しく製作をしたりと、生き生きとした顔で生活を共にしていきたいと思っています。 

 今月はプール遊びも始まります。水遊びをはじめ、泥・砂・土遊びなど、この時期ならではの遊びの楽しさを存分

に味わって、様々な体験をしていきたいと思います。 

 

 

＜子どもが安心して生活できるために保育教諭が子どもにすること＞ 

＊さらに暑くなり疲れやすくなるので、睡眠、水分補給が十分できるように配慮していきます。 
＊一人ひとりとスキンシップをしっかり取って、甘えたい気持ちを十分に受け止めます。 

＊登園、降園時の着替えや水遊び時の着替えなどを自分でしようとする姿を見守り、「自分で出来た」と感じられる

ようにします。また、正しく着られるよう前後ろを知らせて見守ります。 

＊水・土・砂などで全身を使って遊びながら、開放感や充実感を味わいます。開放感のある遊びを通して、保育教諭

や友達と一層親しく関わっていけるようにしていきます。 
＊汗をかいたり服が汚れた時には着替え、清潔にしていきます。 
＊顔に水がかかるのを嫌がったり、プール遊びに抵抗がある子もいるので、場所を分けながらプールの近くに水遊び

の玩具を用意するなどして、一人ひとりのペースで水に慣れていけるようにします。 
＊思いの違いや玩具の取り合いでトラブルになった時は、相手の思いや状況を分かりやすく伝え、それぞれの思いを

受け止め共感していきます。 
＊プランターで育てている野菜を見に行き、野菜に興味を持てるようにしていきます。 
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＜子どもの遊びや教育的活動＞ 

＊給食やおやつの後には手や口の周りをふいて清潔にします。 
＊手洗い、うがいの仕方を知り、自分でやってみます。 
＊プール活動を通じて水の心地よさを味わいながら、保育教諭と一緒に水の危険について学んでいきます。 
＊プール遊びの身支度や片付けの仕方を知り、自分で出来ることは自分でやってみます。 
＊保育教諭や友達を自分の好きな遊びに誘い楽しさを共有します。 
＊友達と一緒に遊ぶ中で自分の思いを相手に言葉で伝えようとします。 
＊水・砂・土・泥・絵具など、いろいろな素材に触れ感触を楽しみます。 
＊七夕の話を聞いて七夕の行事に興味を持ち、七夕会に参加します。 

 

 

 



＊お願いします＊ 

＊着脱を多くする時期です。必ず衣服にも（特に下着類、靴下等）記名をするようにしてください。 
 また、ハンカチ等にも必ず記名をお願いいたします。 
＊さらに暑くなってきますので、元気よく過ごせるよう早寝早起きや朝食を摂ること、十分な睡眠、栄養を取

る事に配慮して下さい。 
＊毎朝、子ども達は登園してすぐに自分で着替えや片付けをしています。衣服の前後、裏返しを直すこと、脱

いだら畳むことを伝えています。自分でやってみようとする姿が増えていますので、ご家庭におかれまして

も着替えの方法を知らせていただき、脱ぎ着しやすい服を持たせて下さい。 
 

＜エピソード＞ 

梅雨って楽しいね 
 ６月に入り雨がたくさん降るようになりました。子ども達には「６月は沢山雨が降るよね？それを梅雨って

言うんだよ」「雨が降ると外で遊べないから嫌だよね。でも雨が大好きな虫さんや動物さんもいるんだよ」と話

をしました。また雨の日も室内で楽しく過ごせるようにと遊びの中に梅雨を感じられる物を取り入れました。

構成コーナーにカエルのフィギュアを用意すると「かーえーるーのーうーたーがー♪」と自然と歌いだし、積

み木でカエルの家を作ったり、自分がカエルになって飛び跳ねたりしていました。他にも梅雨がテーマの絵本

を友達と読んだり、てるてる坊主を作って友達と交代で貸し合いながら、わらべうたを楽しみました。まだま

だ“梅雨”という言葉の意味は分かりませんが、遊びを通して雨の時はどんな道具を使うのかな？雨が好きな

動物や虫が誰なのかな？と学び、感じることが出来ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


